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研究の要約 --
現在･学校教育に諌められているのは,教育課程審議会答申の中にある ｢自ら
学ぶ目標を定め･何をとのように学ぶかという主体的fi一学習の仕方を身につけさ
せるようにする｣ことであると考えている.
そのために算数科では,埋元の幼人でこれから学ぶ学習内容の一端や概略を見
通して ｢自ら学ぶ目標を定める｣ことができる課題設定型の授業を展開する必要
があると考えた.
そこで,本研死では子ども自ら学ぶ目標を定めることができる授業をする意義
と指導方法を,第4学年 ｢折れ線グラフ｣の実践授業をもとに先明け る.
1 研究のねらい
今日のように変化の激 しい社会にあって学
校教育では ｢自ら学ぶ意欲と社会の変化に主
体的に対応する能力の育成｣が強調され,
｢自ら学ぶ目倭を定め,何をどのように学ぶか
という主体的な学習の仕方を身につけさせる
ように配慮する必要がある｣といわれている
しかし,現実は,学ぶ目標を教師が一方的
に決め,子どもはその決定に何の関わりもも
たないといっても差し支えないのが大部分で
あろう.これは,主体的な学習とは程遠いも
のである.
そこで,本研光では単元の導入に焦点をあ
て, ｢自ら学ぶ目標を定める｣算数指導を許
婚設定型の授業と愁止し,課題設定型の授業
をする意義.課題設定型の授業をするための
指Ig方法を明らかにしたいと考えた.
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2 課題設定型の授業
(1)課題設定型の授業とは
単元の導入で,身近な事象の観察 .操作 .
既有経験や既習事項をもとに.これから学ぶ
散見や図形の学習内容の一端や概略をとらえ
て,故元のきっかけとなる課題や単元を尽く
課題を子ども自らつかむ授業.
(2)課題設定型の授業をする意義
①単元の課題を追究しようとする意欲を喚
起することができる
新しい単元の入り口では,これからどんな
学習が始まるか見当がつかず,戸惑う.この
とき,操作 したり,既習婚項を活用したりす
る中で,これから学ぶ学習の一端や概略をと
らえることができると,新しい1臣元の学習の
位置付けが明らかになり,単元の課題を迫死
していこうとする意欲が喚起されるものと考
える,
②発展的に単元の課題を追究し続けること
ができる
これから学ぶ致iiや図形の一端や概略をと
らえて単元の課題をつかむと,単元の課題を
i)とに1時間毎の具体的な課題が次々と生ま
れやすくなるので,単元の課題を追託 し続け
ることができると考える.
C3)手数のよさを追究することができる
数学的な考え方を深めることにつながる数
塁や図形の一端や概略をとらえて坤元の課越
をつかんでいる.したがって,課題を解決し
ていく中では.既習事項を活用する有用性や,
数学的に処理する考えのよさといった算数の
よさを追犯していくことができると考えてい
る.
(3)課題設定型の授業をするための
指導方法
OよLJどころとなる既習事項がない場合
(ア)操作を取り込む
具体物や半具休物を操作して,その操作
の過程や籍黒をt)とに未習の数品や図形の
学習内容の一端や概略をとらえさせる.
(イ)観葉を取LJ込む
具体物や半具体物などを手で触わりなが
ら観察する,仲間分けしなから観察する中
で,未習の敦盛や図形の学習内容の一端や
概略をとらえさせる.
②よLJどころとなる既習事項がある場合
(7)問題の工夫をする
条件不足の問題などの工夫をし,既習-事
項を発展的に活用 して問題の条件を変えて
いくなどする中で,未習の散見や図形の一
端や概略をとらえさせる.
3 第4学年 ｢折れ授グラフ｣の搾業を通し
て
一成習の棒グラフをif-川して.
課描設定する投英
(l)単元の課題づくLJをするにあたっての
基本的な考え
従来の折れ線グラフの導入では,1E)の気温
の変化を折れ線グラフに表してあるものを最初
から提示し,折れ線グラフを教え込む授業をよ
く見かけたO'
これでは,折れ線グラフに表すよさを1'ども
に感 じ取らせないまま,折れ線グラフを単fi-る
知識として教えていることにlitる･このように,
折れ姐グラフというものがあると唐突に知らさ
れた子どもは,折れ線グラフのよさが感じ取れ
1よいので,これを学習しようとする,i:.'欲がわか
ない.
そこで,ここでは,1日の気温を2時間Lifに
調べた即 1を取り上げ.それを既習の棒グラフ
に表 し,その棒グラフを発展的に活川 して ｢1
日の気温の変化を見るには,棒の先端の点を直
線でつなげはよいこと｣をとらえさせて単)-Liの
課鎚をつかませようと考えた･
(2)｢折れ樺グラフ｣の単元の課題をつかま
せるための指導の工夫
(7)1日の気温を取り上げる
折れ線グラフの学習では,1口の気温の変化
を問題として取り上げる.なぜなら,子どもは,
日常Li活の中で朝は涼しく,昼は暖かいなど気
温の変化を感 じているからである.これにより,
柵埋なく変化を意識させることができると考え
る.
(イ)此習の棒グラフに或させる
1日の気温の変化の様子が,よく分かるよう
にするにはどうすればよいかを問いかけ,グラ
フに表せばよいことに気づかせる･これにより･
まず.既習の棒グラフに栽させるようにし,棒
グラフを発展的に活用 しやすくしている･
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(ウ)変化をとらえる着眼点に気づかせる
1日の気温が,棒グラフに表せたところで,
気温の変化の様子は棒グラフのどこを見ればよ
いのかを問いかけ,変化をとらえる着眼点に気
づかせる.これにより,樺の先端にFJ'･目しやす
くし,既習の棒グラフでは,棒の高さで見てい
たグラフを縦に見る見方から,棒の先蛸にfl'･El
してグラフを横に見る見方に発展させやすくし
ている.
(3)目標
･ 気温の変化を既習の棒グラフに表 し,質
化の様子はグラフのどこを見れば分かるか
をEJjをつけていく中で,棒の先端の点を延
線でつなげばよいことをとらえ.｢直線で
つないだグラフのよみ方やかき方を調べて
いこう｣という埠元の課題をつかむことが
できる.
(4)本時の流れ
気温の変化の様子は棒グラフのどこを見れば
グラフを見て話 し合う
単元を貰く課地をつかむ
L__｣
3 授業記鐘
1日の気温を2時間晦に調べたことを知らせ.
気温の変化を予想させながら調べた気温をIuり
上げていくようにする.
'｢ (諾板に次のような表を提示 しながら)
5月24日の気温を2時間短に調べて見ま
した.
気 温 (5月24日調べ)
時こく(時 …6 8 10 12…2 4 6
T 午前6時の気温は,17度でした.2時間
後の8時は,気温は何度位だと思いますか.
C 18度だと,niいます,
C 19度か20度になっていると,uJいます.
(賀成)
T 少し上がっていると考えたのですね.尖は,
20度にfiっていました.
(｢やっぱりだ｣IJ.'どの声)
T では,10時,12時の気温はどうですか.
C 暖かくなっていくので,やはり上がってい
ると思います. (賛成) ･･途中略 ･･
こうして,完成 した次の表とともに同湖を
i是示した.
気 温 (5月24u調べ)
時こく(時 …6 8 10 12…2 4 6
気 温(度 17 20 22 26 28 23 】9
このUの気温の変わりノアを調べよう
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T この日の気温の変化が一日見て分かるよう
にするには,どうすればよいでしょう.
C グラフに表せばよいと思います.
(全員賛成)
こうして.本時のめあて ｢グラフにかいて,
1口の気温の変わり方を調へよう｣を決めた.
その後,グラフの縦軸に,Jも温,横軸に時刻
をとることを話し合った後,既習の棒グラフ
に表させるようにした.
気温の変化の様子は棒グラフのどこを見れば
全局がQ)のよう
なグラフに表せた
ところで,本時の
めあてに振 り返っ
て,1日の気温の
変わり方を見るに
三
はQ)の棒グラフのどこを見ればよいかを1日]い
かけ,赤鉛笹で印をつけさせるようにした･
その結果,子どもの反応は次の2通りであっ
ull ル IーZ Z I ttJれ
まず,②のグラフの先端だけ残 した次のよ
うなグラフから触り上げて,1日の気温の変
わり方かよく分かるかどうかの話 し合いに入っ
た,
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C 気温の変わり
方は,棒の上の
/}-を見ればよい
のでよく分かる
と,rAいます.
(拍手がある) 1'Hld u Z -… I
Cl私は.棒の上を見るということは,賛成で
すが,このグラフは,おかしいと思います.
このグラフだと,tr-TITi6時から(rrij'8時まで
が17度で気温が変わっていIiいからです.
(Jlなるほど｣の声あり)
C ぼくも,C1さんに賀成でこのグラフはよく
'Jlからないと,LEいます.坪山は,土｢前6時の
次が∠I'･lrl18時になっていますが.6時と8時
の惜Jには7時かあるはずです.それIj:のに,
このグラフは,6時も7時も17Jgで,ずっ
と同じで変わっていないからです.
(｢本当だ.おかしいな｣の声多数)
C2 だから,ぼくは棒の上は,組ではなく点だ
と思います. (枠の上の小心に点をうつ)
ここで,③のグラフの先梢だけ残 した下の
ようなグラフを取り上げて話 し合いを続けた.
C 私も.C2岩 t.,
にや成です. )
ZS
∠F前6時とい p
うのは,ここ .:
で (午前6時 三
の17度の点
l lケ u [ lH■)
を指さして)午前8時の気温はここ (午前8
時の20度の点を指さして)です.このI抑ま.
少しずつ変わっていると思います.
(拍手あり)
その後,C3が ｢間を (直線で)つなぐと
いいのに｣とっぶやく.ここをとらえて,点
と点の間の話し合いに入った.
T それぞれの時刻の気温を.点でとるという
ことはいいですか. (全員納料)
それでは,令.この点と点のnlJが問題になっ
ていますね.
C3 ぼくは,点と点の間を姐でつなぐといいと
思います.午後2時までは,だんだん気温が
上がっていっているのに,この点のままだと
それがよく分からないからです.
Cl私も,点と点を線でむすぶのに賛成です.
でも,線といっても, (観測した2時間の(呂J
に)気温は上がったり下がったりはしていな
いと思うので,曲がった綿ではIJ:くて,直線
でむすぶのかいいと思います.
(うなずく子ども多数)
Clの発言を
うけて,C5が ･'Z)
黒板の点のグラ ,
フに付け加えて LS10
表したグラフが l
次の匂)のグラフ '` =D.uZ.川
である.
T 1日の気温の変わり方がよく分かるグラフ
ができましたね.これから,この直線でつな
いだグラフの学習をしていきますが,どんな'
ことを学習していきたいですか.
C 直線でつないだグラフがあることが分かっ
たので,このグラフをよんだり,かいたりし
たいです. (｢賛成｣の声が多い)
C 付け加えて,自分の休茄の変わり方なども,
調べてみたいです.
これらの発言をうけて,次のような埠元の
課題を決めた.
直線でつないだグラフのよみ方や
かき方を調べよう.
(その後の展開〉
rLB組でつないだグラフのよみ方やかき方を
調べよう｣という単元の課越をつかんだ子ども
は･次の時rurHま単元の課題(こ振り返り,前時に
調べた5月24日のグラフを触り上げ rlEJの
気温の変わり方をよんでみよう｣という1時間
の課超をつかみ,この課題を解決するために,
直線の傾きに着目して変化の様子をよんだ後,
｢p-rれ線グラフ｣という用語を学習した.
その後も,単元の課題に振り返り,別の日の
気温の変化の様子がよく分かる日盛りを工夫し
たり,不必要な部分を政敵 し･省略したりしてD-(
れ線グラフをかいていき,これらの活動を通し
て,子どもは折れ線グラフのよさを緋かに,JTかっ
ていった.
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4 まとめ
本埋元では･1日の気温の変わり/,･を調べる
には,既習の棒グラフの棒の先端の点を直線で
つなげばよいことをとらえさせ,｢&-.級でつIi
いたグラフのよみ方やかき方を調べよう｣とい
う単元を貫 く課題をつかませるようにした.こ
れにより,子tJ宅がこれから学ぶ単元の学習内容
を意識することができ,直線でつないだグラフ
のよみ方やかき方を調べたいという芯欲を喚起
させることができると考えたからである,
そのために,課題設定の場である本時で,ま
ず,変化の意識を持たせるために,E]'r:;'の経験
から変化していると自然に意識できるlE]の気
温を取り上げるようにした.そして,この1E｣
の気温を2時間毎に予想させながら提示するこ
とで,変化の意識をよりはっきりさせておいた.
その後,1日の気温の変化が目に見えるように
するために,既習の棒グラフに表させるように
し,棒グラフのどこを見たら変化の様子がよく
分かるかと問いかけ,変化をとらえる着ItB点に
気づかせるようにした.
これにより,既習の棒グラフでは,棒の高さ
で見ていたグラフを縦に見る見方から,グラフ
を横に見る見方に発展させて,棒の先端の点を
直線でつなげばよいことがとらえやすくなり,
単元の課題を確かにつかむことができたので大
いに意欲が喚起されたと考える.
その後,単元の課題に振り返ることで,導入
で調べた5月24日の気温の変わり万をよんだ
り,別の日の気温の変化を折れ線グラフに表し
たりする課題が次々と生まれ.これらの課題を
解決していく巾で,変化の様子が一目見て分か
る折れ線グラフのよさを感得していけたと考え
ている.
(平成7年3月29日受理)
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